
令和４年度 第２回 長浜市総合教育会議 次第 

                   日時：令和５年１月３１日（火） 

                    場所：市役所本庁３階 特別会議室  

 

 

１ 開 会 

 

２ 市長あいさつ 

 

３ 教育委員・社会教育委員紹介 

 

４ 趣旨説明 

 

５ 意見交換  

【テーマ１：地域と学校の連携と協働による「生きる力」の育成について】 

（１）意見交換１ 

■行政説明① 

・「生きる力」の育成のための、地域と学校の連携・協働の現状や課題に 

  ついて 

■意見交換  

 ・学校と地域がどのように連携していくか 

 ・自身が思う課題、現状や課題についてどうあるべきか 等 

 

【テーマ２：子どもの読書の推進について】 

（２）意見交換２ 

■行政説明② 

 ・学校現場における読書活動の現状について 

 ・長浜市立図書館の子ども読書活動推進事業について 

■意見交換  

 ・本を読む環境をどのように充実させていくか 

 ・家に本がある環境をどのように整えられるか 等 

 

６ その他 

 

７ 閉 会 
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令和４年度 第２回 長浜市総合教育会議 出席者名簿 

令和５年１月３１日（火） 

１ 構成員 

役  職 氏  名 

市    長 浅 見 宣 義 

教 育 長 織 田 恭 淳 

教 育 委 員 前 田 康 一 

教 育 委 員 宮 本 麻 里 

教 育 委 員 中 村 亜 紀 

教 育 委 員 松 宮 誠 也 

２ 社会教育委員 

役  職 氏  名 

委  員  長 大 橋 松 行    

委    員 川 瀬 寛 子 

委    員 磯 﨑 真 一 

委    員 松 田 幸 夫   

３ 事務局 

役  職 氏  名 

教育部長 内 藤 正 晴 

教育委員会事務局次長 堤    幹 広 

教育委員会事務局次長 東 野 裕 賢 

教育総務課長 服 部    稔  

教育総務課 課長代理 前 嶌 美 和 

教育総務課 主幹 川 瀬 奈 津 代 

教育改革推進室長 中 北 隆 尚 

教育指導課長 筧     敏 弘 

教育指導課 課長代理 成 田 隆 史 

教育指導課 主幹 三 輪 真 義 

すこやか教育推進課長 山 岡 万 裕 

幼児課長 中 島 尚 子 

総務部長 福 永 武 浩 

総務部政策監 横 田 留 里 

総務部次長 森    宏 志 

政策デザイン課長 柴 田 拓 也 

政策デザイン課 企画経営戦略係長 山 﨑 悠 司 

政策デザイン課 副参事 小 野 祐 二 

政策デザイン課 主査 池 野 智 美 

生涯学習文化課長 川 瀬 智 久 

生涯学習文化課 担当課長兼長浜図書館長 下 司 満 里 子 

生涯学習文化課 生涯学習係長  平 居 美 雪 
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■地域と学校の連携と協働による「生きる力」の育成
長浜市総合教育会議資料

市民協働部生涯学習文化課
教育委員会教育指導課

〇学校教育側の現状
• 長浜市内すべての小中義務教育学校に学校運営協議会があり、
コミュニティスクールとして運営している。

• 長浜市は県下でいち早くコミュニティスクール化に取り組ん
でおり、地域活動も含めた形で運営しているが、設置から10
年経過し、活動の検証が必要となってくる。

• 学校が地域の協力を得て活動する際、個々に連絡をとって調
整しており、教職員に負担がかかっている。

〇社会教育側の現状
• まちづくりセンター等で行われる子どもの講座について、
学校側と共有できておらず、効果的な講座になっているか
わかりにくい。

• 地域が学校に協力したいと思っても、学校の取り次ぐ先が
わからない。

• 地域で放課後児童教室を行っていても、子どもの状況、学
校での様子等がわからず、効果的な事業になっているかわ
からない。

〇子どもの教育を取り巻く課題
• 「真の学力」の向上を育むためには、「教科等で身に付ける力」に加えて、「学びに向かう力」を育むことが必要。

• 社会の変化が激しい今の時代においては、子どもたち自身が、何が重要かを主体的に判断し、多様な人々と協働し、新たな価値を創造していくと

ともに、新たな問題の発見・解決につなげていくことができる能力＝「生きる力」を身につけることが必要。

• これまでも、地域での学びや異世代間の交流、学校・地域の連携は進められてきたが、今後さらに一歩踏み込んで「地域でどんな子どもを育てる

のか」、「何を実現していくのか」という目標やビジョンを地域住民と共有し、学校と地域（社会）とが一体となって子どもたちを育むことが必要。

• 地域と学校の窓口を明確化し、また学校と地域をつなぐコーディネーター役が必要。

学校（学校教育）と地域（社会教育）が一体となって子どもの「生きる力」を育む体制づくり

• 子どもの学びを軸に地域の人的・物的資源を活用し、学校や地域、多様な主体が連携・協働しながら子どもの生きる力を育む体制を推進する。

• 幼少期から地域と関わり、つながることで、子どもたちに地域への愛着や誇りを育み、地域の将来を担う人材の育成を図る。
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地域（地域学校協働本部） 学校

目標、活動方針や取組内容等の共有

教員

地域資源を生
かした学校の
教育活動

参 画

社会教育
関係団体

民間教育
事業者

企業・
経済団体

文化・ スポ
ーツ 団体

保護者 地域住民

幅広い
労働関係機
関団体

地域住民等

（活動の企画、地域・

学校との連絡・調整）

子ども

体制イメージ

地域コーディネーター
(地域学校協働活動推進員)

社会教育法第9条の7 教育委員会から委嘱

地域ボランティア

地域連携
担当教職員

教職員

○学校支援活動

・学習支援
・部活動支援
・校内環境整備
・学校行事支援
・子どもの安全確保、

見守り 等

〇学校周辺環境整備

・地域学校協働清掃活動

・花壇整備等

・地域の自然環境、

フィールドワーク

〇学びによるまちづくり

・地域資源を活用した地域ブランド

づくり学習

・地域防災マップ作成等

〇地域人材育成

・地域課題解決型学習

・地域人材によるキャリア教育等

〇地域行事への参加

・地域・学校協働防災訓練

・地域の伝統行事への参画等

〇郷土学習

・郷土史調査学習

〇ボランティア・体験活動

・高齢者施設でのボランティア学習

・商店街での職場体験活動等

地域学校協働活動
【活動の例】

地域学校協働活動が円滑かつ効果的に実施されるよう、地域と学校との連携協力体制の整備を行う

行政

統括

コーディネーター

学習

（助言・指導）

連携・協働

アドバイザー
（学校、地域コーディネー
ターと連携し、企画・立案）

地域側の窓口
学校側の窓口

基本は既存の活動を工夫する
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長浜市の学校運営協議会・地域学校協働活動について

～研究の経過～
Ｈ２１ 旧湖北町・旧虎姫町の６校・１園が文部科学省の研究指定を受ける
Ｈ２２ 市内すべての小中学校が文部科学省の研究指定を受け、学校運営協議会推

進委員会を設置し、先進地視察を実施
Ｈ２３ Ｈ２１から研究指定をうけていた６校・１園に学校運営協議会を設置
Ｈ２４ 市内すべての小中学校に学校運営協議会を設置
Ｈ２４ 文部科学省指定研究【湯田小学校】（Ｈ２５継続）
Ｈ２５ 文部科学省指定研究【神照小学校】 （Ｈ２６継続）
Ｈ２６ 文部科学省指定研究【神照小学校】（Ｈ２７継続）

＊ここがポイント

①学校運営協議会制度の導入とともに、
学校地域支援本部事業を廃止。（地域
コーディネーターが居なくなった。）
・制度の周知不足と経費負担

②地域連携を行う部署が、教育委員会
と市長部局に分かれている。
（制度設計の難しさ）

滋賀県教育委員会生涯学習課
CSアドバイザー

松田 幸夫
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7

今日のキーワード
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今
日
の
キ
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ワ
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＊滋賀県では、学校側の窓口は、地域連携教職員が校務分掌上位置づけられている。
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①関係者が当事者意識をもって「熟議（熟慮と議論）」を重ねること

②学校と地域の人々が「協働」して活動すること

③学校が組織として力を発揮するための「マネジメント」

学校と地域の人々が相互理解や信頼関係を深めるために

関係者がみな当事者意識を持ち、
子供たちがどのような課題を抱
えているのかという実態を共有
するとともに、地域でどのよう
な子供を育てていくのか、何を
実現していくのかという目標・
ビジョンを共有するために「熟
議（熟慮と議論）」を重ねるこ
とが大切です。

熟 議

学校と地域の信頼関係の基礎を
構築した上で、学校運営に地域
の人々が「参画」し、共有した
目標に向かってともに「協働」
して活動していくことが大切で
す。

その中核となる学校は、校長の
リーダーシップのもと教職員全
体がチームとして力を発揮でき
るよう、組織としての「マネジ
メント」力を強化していくこと
が大切です。

協 働 マネジメント

＜地域とともにある学校の運営において大切な視点＞

文部科学省資料より14- 18 -



地域学校協働
本部

地域未来塾
放課後子ども

教室
土曜日の教育支援

大津市

45協議会
（幼2・小37校・中12校）

※葛川小・中、伊香立小・中、瀬
田北幼・小、石山幼・小・中、青山

小・中で各1協議会

彦根市 ８本部 20教室
・家庭教育支援に関
する取組
●訪問型

８協議会
（小７校・中２校）
※鳥居本小・中で

1協議会

長浜市 35協議会
（小25校・中10校）

近江八幡市 23本部
８教室

（前年比＋３）

・家庭教育支援に関
する取組
●訪問型

21協議会
（幼４園・こ１園・
小12校・中４校）

草津市
15本部

（前年比＋１）
１教室

（前年比－１）
・家庭教育支援に関
する取組

20協議会
（小14校・中6校）

守山市 （各校ごとに
人材バンク整備）

栗東市
４本部

（前年比＋３）
６教室

（前年比＋４）
・家庭教育支援に関
する取組

甲賀市
４本部

（前年比＋４）
・家庭教育支援に関
する取組

４協議会
（小４校）

野洲市 ９本部
７教室

（前年比＋１）

湖南市 13本部 ４教室 ９教室
・家庭教育支援に関
する取組
●訪問型

11協議会
（小９校・中４校）

高島市 ６本部 ・家庭教育支援に関
する取組

17協議会
（小13校・中6校）

東近江市 31本部
７教室

（前年比＋２）
15教室

(前年比－１）

・家庭教育支援に関
する取組
●訪問型

４協議会
（小４校）

米原市 ６本部
５教室

（前年比＋１）
15協議会

（小９校・中６校）

日野町 ６本部 ２教室 ５教室
・家庭教育支援に
　関する取組
●訪問型

３協議会
（小３校）

竜王町 １本部 １教室 ５教室
・家庭教育支援に関
する取組
●訪問型

４協議会
（こ１園・小２校・

中１校）

愛荘町
8本部あるが、補助
金を受けていないの
で０本部と考える

８協議会
（幼２園・小４校・中２

校）

豊郷町

甲良町
１本部

（前年比＋１）
３協議会

（小２校・中１校）

多賀町 １本部 １教室 １教室

合　　計

R３実績との比較

14市町128本部
（昨年は12市町
119本部）

６市町33教室
（昨年は６市町
32教室）

７市町35教室
（昨年は７市町
26教室）

３市町29教室
（昨年は３市町
29教室）

10市町
●訪問型４市２町

（昨年は９市町）
●訪問型３市１町）

198協議会
（幼10園・小145校・

中54校）

R３実績からの増減 ９本部増 ４教室増 ９教室増 増減なし 増減なし
１３協議会増

（小10・中4校増）

令和４年度　学校を核とした地域力強化プラン　市町別事業実施状況一覧表
令和５年１月５日現在

地域学校協働活動推進事業（補助金交付市町のみ） 地域における
家庭教育支援
基盤構築事業

コミュニティ・スクール
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CS設置校数 学校数 設置割合 CS設置校数 学校数 設置割合

公立小学校 145 220 65.9% 163 220 74.1%

公立中学校 54 93 58.1% 64 93 68.8%

公立小中学校合計 199 313 63.6% 227 313 72.5%

県立学校（県立中学校含む） 24 64 37.5% 33 64 51.6%

公立学校合計 223 377 59.2% 260 377 69.0%

※　参考
公立幼稚園 10 105 9.5% 19 104 18.3%

内訳

設置市町数 設置市町 設置数 設置市町数 設置市町 設置数

公立幼稚園 ２市２町
大津２ 近江八幡5

長浜１（幼保連携型の
ため、調査上カウントな
し）竜王町１　愛荘町２

10 ３市２町

大津２　 近江八幡５
野洲９　竜王１
愛荘２

※長浜１
（幼保連携型のため、調査上カ
ウントなし）

19

公立小学校 10市４町

大津37　彦根７
長浜25　近江八幡12
草津14　 甲賀４
湖南9　高島13
東近江4　米原9
日野3　竜王2
愛荘4　甲良2

145 11市４町

大津３７　彦根１０
長浜２５　近江八幡１２
草津１４　 甲賀１０
野洲６
湖南９　高島１３
東近江５　米原９
日野５　竜王２
愛荘４　甲良２

163

公立中学校 ８市３町

大津12  彦根２
長浜10　近江八幡４
草津６　湖南４
高島６　米原６
竜王１　愛荘２
甲良１

54 10市４町

大津１６  彦根３
長浜１０　近江八幡４
草津６　野洲３
湖南４　高島６
東近江市１　米原６
日野１　竜王１
愛荘２　甲良１

64

公立小中学校合計 10市４町

大津49　彦根９
長浜35　近江八幡16
草津20　甲賀５
湖南13　高島19
東近江４　米原15
日野３　竜王３
愛荘６　甲良３

199 11市４町

大津５３　彦根１３
長浜３５　近江八幡１６
草津２０　 甲賀１０
野洲９
湖南１３　高島１９
東近江６　米原１５
日野６　竜王３
愛荘６　甲良３

227

県立学校

高等学校
４５校中１７校

特別支援学校
１６校中６校

県立中学校
３校中１校

瀬田工　大津
河瀬中・高 湖南農業
野洲　栗東
信楽　彦根工
長浜北　伊香　八幡
守山北 国際情報
甲西　愛知　能登川
八日市南
草津養護　野洲養護、
八日市養護
三雲養護　甲良養護
愛知高等養護

24

高等学校
４５校中２１校

特別支援学校
１６校中１０校

県立中学校
３校中２校

瀬田工　大津
河瀬中・高　湖南農業
野洲　栗東
信楽　彦根工
長浜北　伊香　八幡
守山北　国際情報
甲西　愛知　能登川
八日市南
堅田　長浜北星
守山中・高　水口
草津養護　野洲養護
八日市養護
三雲養護　甲良養護
愛知高等養護
北大津養護　守山養護
新旭養護
長浜北星高等養護

33

公立学校合計 223 260

令和４年度

※義務教育学校は小学校にてカウント。（余呉小中学校・虎姫学園）

令和５年度見込み

令和５年度見込み
（市町実施状況調査による）

学校運営協議会設置状況（コミュニティ・スクール） R5.1.5現在

令和４年度
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学校現場における

読書活動の現状について

202３.１.３１ 長浜市総合教育会議 資料

教育委員会事務局 教育指導課
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１－１．滋賀県子どもの読書活動に関する調査の概要

○毎年5月に、県内全ての市町立学校および県立学校、国立・私

立学校を対象として調査を行っている。

〇対象

小学校４～６年生、中学校１～3年生、義務教育学校４～9年生

〇調査内容

5月の1ヵ月間で本を何冊読んだか。

（※教科書、学習参考書、マンガ、雑誌やふろくは除く）
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小学校・義務教育学校（前期課程）の結果まとめ

０冊

人数 人数 冊数 人数 冊数 人数 冊数 人数 冊数 人数 冊数 人数 冊数 人数 冊数 人数 冊数 人数 冊数 人数 冊数 人数 冊数

4 15 67 67 96 192 100 300 140 560 106 530 96 576 70 490 31 248 27 243 197 3093 945 6299

5 24 86 86 82 164 106 318 117 468 116 580 79 474 56 392 49 392 38 342 259 4310 1012 7526

6 43 129 129 92 184 120 360 126 504 126 630 69 414 49 343 41 328 38 342 208 3,442 1,041 6,676

82 282 282 270 540 326 978 383 1,532 348 1,740 244 1,464 175 1,225 121 968 103 927 664 10,845 2,998 20,501

1 90 200 200 175 350 129 387 85 340 76 380 46 276 35 245 23 184 8 72 85 1,277 952 3,619

2 130 250 250 205 410 146 438 67 268 48 240 30 180 14 98 9 72 9 81 53 909 961 2,894

3 157 314 314 213 426 135 405 50 200 41 205 22 132 13 91 14 112 8 72 29 385 996 2,294

377 764 764 593 1,186 410 1,230 202 808 165 825 98 588 62 434 46 368 25 225 167 2,571 2,909 8,807

小学校

学年
４冊

計

中学校

計

２冊
学校

計１０冊以上８冊 ９冊５冊１冊 ７冊３冊 ６冊

１－２．今年度の調査結果 その①
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中学校・義務教育学校（後期課程）の結果まとめ

０冊

人数 人数 冊数 人数 冊数 人数 冊数 人数 冊数 人数 冊数 人数 冊数 人数 冊数 人数 冊数 人数 冊数 人数 冊数 人数 冊数

4 15 67 67 96 192 100 300 140 560 106 530 96 576 70 490 31 248 27 243 197 3093 945 6299

5 24 86 86 82 164 106 318 117 468 116 580 79 474 56 392 49 392 38 342 259 4310 1012 7526

6 43 129 129 92 184 120 360 126 504 126 630 69 414 49 343 41 328 38 342 208 3,442 1,041 6,676

82 282 282 270 540 326 978 383 1,532 348 1,740 244 1,464 175 1,225 121 968 103 927 664 10,845 2,998 20,501

1 90 200 200 175 350 129 387 85 340 76 380 46 276 35 245 23 184 8 72 85 1,277 952 3,619

2 130 250 250 205 410 146 438 67 268 48 240 30 180 14 98 9 72 9 81 53 909 961 2,894

3 157 314 314 213 426 135 405 50 200 41 205 22 132 13 91 14 112 8 72 29 385 996 2,294

377 764 764 593 1,186 410 1,230 202 808 165 825 98 588 62 434 46 368 25 225 167 2,571 2,909 8,807

小学校

学年
４冊

計

中学校

計

２冊
学校

計１０冊以上８冊 ９冊５冊１冊 ７冊３冊 ６冊１－３．今年度の調査結果 その②

０冊

人数 人数 冊数 人数 冊数 人数 冊数 人数 冊数 人数 冊数 人数 冊数 人数 冊数 人数 冊数 人数 冊数 人数 冊数 人数 冊数

4 15 67 67 96 192 100 300 140 560 106 530 96 576 70 490 31 248 27 243 197 3093 945 6299

5 24 86 86 82 164 106 318 117 468 116 580 79 474 56 392 49 392 38 342 259 4310 1012 7526

6 43 129 129 92 184 120 360 126 504 126 630 69 414 49 343 41 328 38 342 208 3,442 1,041 6,676

82 282 282 270 540 326 978 383 1,532 348 1,740 244 1,464 175 1,225 121 968 103 927 664 10,845 2,998 20,501

1 90 200 200 175 350 129 387 85 340 76 380 46 276 35 245 23 184 8 72 85 1,277 952 3,619

2 130 250 250 205 410 146 438 67 268 48 240 30 180 14 98 9 72 9 81 53 909 961 2,894

3 157 314 314 213 426 135 405 50 200 41 205 22 132 13 91 14 112 8 72 29 385 996 2,294

377 764 764 593 1,186 410 1,230 202 808 165 825 98 588 62 434 46 368 25 225 167 2,571 2,909 8,807

小学校

学年
４冊

計

中学校

計

２冊
学校

計１０冊以上８冊 ９冊５冊１冊 ７冊３冊 ６冊
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１－４．今年度の調査結果 その③（小学生不読率）
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１－５．今年度の調査結果 その④（中学生不読率）

8.5 

0.9 
1.8 

8.1 

13.0 

12.3 

11.0 11.3 

13.0 
12.3 

15.0 15.3 

12.5 

10.1 

18.6 

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

14.0

16.0

18.0

20.0

H29 H30 R1 R2 R3 R4

＜中学生＞不読率（1カ月間に1冊も本を読まない生徒の割合）（％）

長浜市 滋賀県 全国- 26 -



１－６．今年度の調査結果 その⑤（小学生平均読書冊数）
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１－７．今年度の調査結果 その⑥（中学生平均読書冊数）

2.9 

3.3 

2.9 
3.2 

3.0 3.1 3.2 3.2 3.3 3.4 

4.5 
4.3 

4.7 

5.3 

4.7 

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

H29 H30 R1 R2 R3 R4

＜中学生＞1カ月間の平均読書冊数（冊）

長浜市 滋賀県 全国- 28 -



●不読率（1冊も本を読まない児童・生徒の割合）

・小学校は、2.7％と県平均（5.0％）のおよそ半分の値である。

・中学校は、13.0％で県平均（12.3％）よりも0.7％上回っている。

・中学校の不読率を下げる取組が必要。

●1カ月の平均読書冊数

・小学校は、6.8冊と県平均(8.6冊)よりも1.8冊下回っている。

・中学校は、3.0冊と県平均（3.4冊）よりも0.4冊下回っている。

・小中とも、全国平均とは依然として大きな差がある。

１－８．今年度の調査結果 まとめ
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２－１．全国学力・学習状況調査児童生徒質問紙
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２－２．選択肢の例示
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２－３．全国学力・学習状況調査児童生徒質問紙
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２－４．結果より

＜児童生徒質問紙と学力のクロス分析より＞

★小学校・中学校ともに、家にある本（雑誌、新聞、
教科書は除く）の冊数が多い児童生徒ほど、教科
の平均正答率が高い傾向が見られた。

★小学校においては、読書が好きな児童ほど、教科
の平均正答率が高い傾向が見られる。
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３．読書活動のこれから

■国の第6次「学校図書館図書整備等5か年計画」に基
づき、学校図書館の整備を進める。

（※単年480億円、5年間で2400億円の地方財政措置
が講じられている）

■学校図書館のデジタル化
■学校図書館間での連携
■市立図書館との連携強化
■大学との連携等
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（今後の連携イメージ）

〇学習用端末から検索
〇他校の蔵書検索

クラウド版蔵書管理
システムの導入

学校間ネットワーク

市立図書館とのネットワーク
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いのち輝く未来に向かって
～つなごう 子どもと本・のばそう けやきっ子～

基本方針１ 基本方針２ 基本方針３

子どもが読書に
親しむ機会の提供と
環境の整備・充実

家庭・地域・学校を
通じた社会全体での

取組の推進

子ども読書活動に
関する理解と
関心の普及

これまでの成果：学校司書全校配置など、小中学校及び義務教育学校の生徒の読書環境向上。
官民連携による協働事業の増加。横断的な啓発による「けやきっ子読書の日」の認知度向上。

今後の課題 ：未就園児のいる家庭への読み聞かせの重要性の啓発不足。
世代毎の事業バランスの偏りによる中高生世代へのアプローチ不足。
啓発による認知度向上も、「本を読む」という行動につながっていない。

基本目標
「長浜市子ども読書活動推進計画」(第3次) 概要版

生涯学習文化課 図書館
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中高生世代の読書活動を促す施策を推進します。

乳幼児のいる家庭での読書活動を積極的に支援します。

子どもと本をつなぐ大人への情報発信と啓発を強化します。

重点目標

02

03

01
【主な施策】 ●健診等での絵本リスト配布 ●子育てアプリ等での情報提供

●子育てイベント等での読書体験の提供 など

【主な施策】 ●中高生世代の興味関心を引き出すような資料の充実
●中学校・高等学校と市立図書館の連携・協力 など

【主な施策】 ●講演会等による保護者への情報発信
●ボランティア等との協力による読書推進の啓発 など
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項目 令和元年 令和５年目標

乳幼児(０歳から就学前)の家庭で読み聞かせ
をする日が週１日未満の割合

12.5％(H30年９月調査) 10％

１か月間の読書冊数が１冊以下の割合
(小学４年生～６年生）

9.1％(H30年５月調査) 7.5％

１か月間の読書冊数が１冊以下の割合
(中学１年生～３年生) 

21.8％(H30年５月調査) 15％

市立図書館における13～18歳の利用者への貸
出冊数

37,117 冊(H30年３月末) 50,000 冊

5年後に目指す姿(指標)
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図書館の主な取り組み

家庭
・ブックスタート事業（4か月健診） ・フォローアップ事業（10か月健診）
・赤ちゃんタイムの実施 ・赤ちゃんおはなし会、おはなし会の実施
・他課や関係機関と連携した事業や展示

地域

子育て支援施設
放課後児童クラブ

・団体貸出
・希望に応じておはなし会等の出前講座
・「えほんのひろば」の貸出

ボランティア
・読み聞かせ等の養成講座の開催や講師派遣
・活動場所の提供

園

・団体貸出
・希望に応じておはなし会等の出前講座
・希望に応じて、教職員や保護者向けの研修会や講演会講師等の派遣
・絵本の選書や絵本の部屋への助言等
・「えほんのひろば」の貸出、開催支援
・図書館見学の受け入れ

小中学校及び義務教育
学校

・学級巡回文庫の運行
・単元学習に合わせた必要な資料の団体貸出
・希望に応じて、教職員や保護者向けの研修会や講演会講師等の派遣
・図書館見学や職場体験学習の受け入れ
・教職員向け資料の充実
・学校図書館支援（情報提供、本の修理等の講師派遣、個別相談等）
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